
定
説
が
あ
る
わ
け
の
も
の
で
も
な
い
．
従
来
の
考
古
学
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
ア
ジ
ア

大
陸
か
ら
日
本
に
或
る
民
族
が
移
動
し
て
来
て
津
軽
に
居
住
し
た
も
の
と
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
必
要
も
な
い
。
即
ち
繩
文
時
代
と
い
う
関
東
〃
曲
の
研
究
に
の
み
た
よ
る
先
入

観
を
す
て
て
畷
状
列
右
時
代
人
の
活
動
に
つ
い
て
研
究
巷
察
の
必
斐
が
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
。

そ
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
文
化
の
紀
元
前
六
千
年
、
中
川
文
化
の
紀
元
前
五
千
年
以
上

に
つ
い
て
、
そ
の
年
表
塀
に
も
汚
察
の
必
愛
が
あ
ろ
う
と
思
う
。

凪
が
出
て
き
た
の
か
、
縦
戦
木
生
え
茂
る
中
に
、
老
松
は
淋
し
く
な
い
ぎ
、
そ
の

下
に
並
ぶ
群
石
は
、
史
実
を
物
語
り
げ
で
あ
っ
た
。

ま
た
こ
の
測
定
方
法
は
、
大
気
中
の
炭
素
の
１
４
Ｃ
含
有
率
が
過
去
数
万
年
の
問
、

一
定
不
変
で
あ
る
と
す
る
仮
定
の
う
え
に
立
脚
し
て
い
る
。

し
か
る
に
二
鹸
化
炭
来
が
柵
成
す
る
１
４
Ｃ
は
気
候
条
件
の
変
化
に
よ
っ
て
、
二

酸
化
炭
糸
が
入
城
に
海
水
巾
に
溶
け
こ
ん
だ
り
、
海
水
か
ら
発
散
し
た
り
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
当
然
そ
の
含
有
率
も
二
蔽
化
炭
莱
の
城
の
変
化
と
と
も
に
変
化
す
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
こ
と
が
測
定
さ
れ
た
年
代
に
誤
差
を
生
む
一
囚
に
な
っ
て
い
る
。

小
我
省
た
い
ら
ふ
Ｌ
ｘ
４
〉
と

昭
和
五
十
二
年
八
〃
津
軽
半
脇
の
礎
川
町
の
大
平
山
元
遺
跡
か
ら
石
器
製
作
工
場

が
発
兇
さ
れ
、
地
瞬
等
の
研
究
か
ら
一
万
二
千
年
前
の
遺
跡
と
判
明
し
た
。

（
人
頭
は
約
七
万
年
以
前
に
石
器
を
創
造
し
、
火
を
知
り
、
四
万
年
以
前
に
は
絵
を

描
い
て
い
た
と
立
証
す
る
学
者
も
い
る
。
）

第
一
は
、
津
軽
半
烏
の
巾
北
部
、
む
つ
湾
寄
り
の
束
丘
陵
地
に
工
場
跡
が
あ
る
。

第
二
は
、
同
辿
跡
か
ら
本
県
岐
古
の
繩
文
草
創
期
と
判
断
さ
れ
る
平
底
の
無
文
土

器
が
発
掘
確
認
さ
れ
て
い
る
。

第
三
に
、
す
ぐ
近
く
の
太
平
グ
ラ
ン
ド
辿
跡
跡
か
ら
は
、
繩
又
時
代
前
期
こ
ろ
と

思
わ
れ
る
門
間
下
舸
式
土
器
等
の
破
片
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。

繩
文
時
代
の
前
期
が
円
簡
ｔ
器
下
胸
式
と
深
郷
川
式
（
中
剛
町
深
郷
川
辿
跡
）
が

あ
る
。中

期
は
三
千
年
～
二
千
年
前
で
円
筒
土
器
止
肘
式
、
後
期
は
二
千
年
～
一
千
年
前

で
卜
腰
内
式
（
金
木
町
神
明
町
辿
跡
）
の
土
器
で
カ
メ
械
土
器
や
石
柁
墓
の
墓
制
を

発
達
さ
せ
安
定
し
た
縄
文
社
会
が
確
立
し
た
時
期
で
も
あ
る
。
岨
ケ
間
は
晩
期
で
あ

ブ
（
》
Ｏ

縄
文
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
形
成
さ
れ
た
円
筒
土
器
文
化
と
晩
期
の
地
ケ
岡
文
化

は
、
約
一
万
年
に
わ
た
る
縄
文
文
化
の
到
達
点
で
も
あ
り
、
高
度
な
技
術
と
文
化
が

結
実
し
て
「
縄
文
文
化
の
華
」
と
学
界
か
ら
も
猫
賛
さ
れ
て
い
る
。
円
筒
土
器
文
化

fﾉ中慧揚死
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相
野
山
遺
跡
（
旧
石
器
時
代
）
こ
の
時
代
の
遺
跡
は
、
青
森
県
で
現
在
ま
で
発
見

さ
れ
た
の
は
十
二
か
所
と
他
県
よ
り
少
な
く
、
そ
の
な
か
で
も
発
掘
調
査
に
よ
る
石

器
の
出
土
は
、
束
郡
雛
田
町
大
平
山
元
な
ど
わ
づ
か
四
遺
跡
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
な
か

に
当
町
喜
良
市
、
相
野
山
遺
跡
が
あ
る
。
更
生
部
落
の
東
北
方
二
・
八
粁
、
通

称
「
マ
ハ
ゲ
」
付
近
に
所
在
す
る
、
昭
和
四
十
二
年
、
名
久
井
氏
と
金
木
高
校
郷
土

研
究
部
員
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
石
器
は
尖
頭
器
（
手
に
握
っ
て
動
物
を
突
く
か
、

柄
を
付
け
て
槍
と
し
、
突
く
か
、
投
げ
て
獲
物
を
捕
獲
す
る
）
、
そ
の
他
彫
器
、
削

器
（
捕
ら
え
た
動
物
の
骨
な
ら
び
に
角
を
加
工
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
）
等
、
旧
石

器
時
代
晩
期
の
も
の
で
、
約
一
万
年
前
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

芦
野
七
夕
野
遺
跡
（
縄
文
文
化
時
代
）
旧
石
器
時
代
に
続
く
縄
文
時
代
は
氷
河
期

が
過
ぎ
て
地
球
上
が
暖
か
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
あ
り
、
約
一
万
年
か
ら
二
千
年

前
に
お
よ
ぶ
長
い
年
月
が
含
め
ら
れ
て
い
る
。
古
い
方
か
ら
草
創
期
↓
早
期
↓
前
期

↓
中
期
↓
後
期
↓
晩
器
の
六
期
に
分
け
て
、
文
化
発
展
の
も
の
さ
し
と
し
て
い
る
。

青
森
県
で
は
旧
石
器
時
代
の
石
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
に
、
後
続
す
る
草
創
期
の

土
器
の
出
土
が
な
い
、
芦
野
七
夕
野
遺
跡
よ
り
出
土
し
た
の
は
、
縄
文
、
前
、
中
期

の
円
筒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
前
段
階
早
期
約
五
千
年
前
に
位
置
す
る
土
器
も

発
見
さ
れ
、
中
央
学
会
に
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
遺
跡
と
し
て
、
金
木
一
号
（
前
期
）
ヘ
ビ
沢
（
前
・
中
。
後
期
）
妻
ノ

神
一
号
（
中
・
後
期
）
妻
の
神
二
号
（
前
。
中
・
後
期
）
三
ノ
沢
溜
池
（
中
。
後
期
）

干
苅
（
晩
期
）
な
ど
が
あ
る
。

は
、
後
氷
期
の
日
本
列
島
の
気
候
が
も
っ
と
も
安
定
し
た
時
期
に
力
強
く
発
展
し
、

そ
の
土
器
に
施
文
さ
れ
る
縄
文
は
よ
く
工
夫
さ
れ
て
「
繩
の
至
芸
」
と
評
価
さ
れ
て

い
る
。さ

て
、
話
は
描
道
に
そ
れ
た
が
小
牧
野
環
状
列
石
や
、
大
湯
環
状
列
石
の
よ
う
に

壮
大
な
逓
構
は
、
我
が
国
に
於
け
る
考
古
学
場
の
遺
跡
と
し
て
稀
有
の
も
の
で
あ
り
、

東
北
地
方
に
於
け
る
古
代
文
化
の
地
位
を
明
確
に
す
る
上
に
も
き
わ
め
て
重
要
な
遺

跡
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
環
状
列
石
は
、
単
に
縄
文
式
、
弥
生
式
と
い
う
よ
う
な
型
に
あ
て
は
め
て
研
究
を

進
め
て
ゆ
く
わ
け
に
は
行
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
環
状
列
石
時
代
が
あ
っ
た
事
を

認
め
て
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
埋
と
の
大
湯
郷
土
研
究
会
の
一

説
が
、
今
思
い
起
こ
さ
れ
、
縄
文
文
化
時
代
の
遺
跡
だ
と
き
め
つ
け
て
の
研
究
は
、

完
全
な
研
究
法
で
は
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

学
者
に
よ
っ
て
も
、
大
湯
環
状
列
石
建
設
年
代
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
三
千
年
前

よ
り
も
後
の
も
の
、
六
千
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
な
ど
で
あ
る
。
と
に
か
く
土
器

の
み
に
よ
る
推
定
、
一
つ
の
手
が
か
り
で
は
あ
る
が
、
未
だ
完
全
な
も
の
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。

私
は
素
人
で
あ
り
、
異
説
を
論
ず
る
気
は
な
い
が
、
日
本
の
東
北
地
方
に
六
千

年
以
上
の
文
化
が
存
在
す
る
か
、
ど
う
か
は
疑
問
に
思
う
。

エ
ジ
プ
ト
の
文
化
は
六
千
年
か
ら
七
千
年
前
か
ら
で
あ
り
、
中
国
の
文
化
も
五
千

年
以
上
は
ぼ
け
て
く
る
。

も
し
も
日
本
に
六
千
年
以
上
の
文
化
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ま
ず
エ
ジ
プ
ト
の
文

化
の
年
代
を
も
っ
と
上
代
に
遡
ら
せ
、
中
国
の
文
化
の
紀
元
を
更
に
上
代
に
の
ぼ
ら

せ
て
か
ら
で
な
い
と
納
得
で
き
な
く
な
る
。
と
い
う
説
を
固
定
す
る
の
で
は
な
い
。

日
本
の
縄
文
文
化
時
代
が
こ
れ
ら
の
民
族
よ
り
後
代
と
定
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う

金
木
町
の
主
要
な
遺
跡
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二

1
｜
、
年
号
の
創
始

紀
元
一
三
○
五
年
六
月
十
五
日
我
が
国
第
お
代
の
皇
極
天
皇
（
女
帝
）
の
六
月

十
五
日
、
朝
廷
に
於
い
て
好
賊
蘇
我
入
鹿
を
誹
致
し
た
許
り
で
な
く
、
更
に
誹
伐

軍
を
そ
の
父
蝦
夷
の
邸
宅
に
差
向
け
た
所
、
蝦
夷
す
で
に
自
殺
し
て
あ
っ
た
の
で

一
切
の
新
政
治
改
革
も
、
順
調
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て

年
号
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

従
来
の
紀
元
一
三
○
五
年
の
六
月
十
五
日
を
以
て
大
化
元
年
と
し
た
。
以
後
「
白

雄
」
「
朱
烏
」
「
大
宝
」
と
続
き
今
日
ま
で
峡
落
な
く
総
数
二
四
二
の
年
号
が
制

定
の
多
き
に
上
が
っ
て
い
る
。

二
、
年
号
の
年
数

同
じ
年
号
の
最
も
長
い
の
は
昭
和
の
“
年
と
明
治
の
妬
年
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
治

天
皇
が
．
世
一
元
」
を
制
定
さ
れ
た
為
で
、
以
後
も
そ
れ
に
則
る
わ
け
で
ご
承

知
の
通
り
で
あ
る
が
、
一
世
一
元
の
御
代
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
調
べ
る
と

ゾ

７

Ｊ

７

ｊ

ｊ

ｊ

７
７

諏
斉
明
、
媚
元
明
、
岬
淳
仁
、
田
平
城
、
魂
嵯
峨
、
囲
淳
和
、
記
清
和
、
訂
陽
成
認

く

く

く

く

く

く

く

く
く

ゾ

ゾ

ｊ

ｊ

Ｊ

Ｊ

ｊ

光
孝
、
弱
宇
多
、
田
冷
泉
、
開
花
山
、
師
三
条
、
両
後
白
河
、
開
仲
恭
、
蛇
後
伏

う
ぐ

Ｘ
く
ｊ
く
く
く
く

見
、
皿
弥
光
、
畑
明
正
、
ｍ
後
桜
町
、
の
御
代
だ
け
が
一
世
一
元
で
他
の

く

く

く

７

御
歴
代
は
、
総
て
二
元
或
は
三
元
の
年
号
を
制
定
し
、
最
も
多
い
の
は
鮠
後
醍
醐

く

齢＆

弧
、
心
§
靴
、
岬
‐
螂
削
郡
い
珊
坤
邪
、
，
戦
い
靴
融
猟
戦
諦
蝋
恥
熈
撫
憾
輔
い
恥
黙
靴
輔
靴
ｗ
恐
い
職

我
が
日
本
国
の
有
史
以
来
の
年
号
（
元
号
）

制
定
に
就
い
て
の
一
考
察

天
皇
の
御
代
に
は
「
元
応
」
「
元
享
」
「
正
中
」
「
嘉
暦
」
「
元
徳
」
「
元
弘
」

「
建
武
」
「
延
元
」
の
八
元
と
い
う
御
歴
代
最
多
の
年
号
改
定
に
及
ん
だ
と
い
う

記
録
持
ち
の
天
皇
で
、
御
在
位
年
数
副
年
間
に
八
元
も
改
号
に
及
ん
だ
と
い
う
大

記
録
の
持
ち
主
で
あ
る
。

そ
れ
に
崩
御
の
御
年
は
弱
歳
と
い
う
余
り
長
寿
で
は
な
い
御
在
世
中
の
改
号
は
波

潤
万
丈
の
御
在
世
が
偲
ば
れ
て
、
感
慨
も
無
量
で
あ
る
。

三
、
年
号
に
使
用
さ
れ
た
文
字

の
最
多
使
用
文
字
Ｉ
上
に
付
く
も
の

「
天
」
の
字
の
付
く
も
の
「
天
慶
」
な
ど
”
種
に
及
ん
で
い
る
。

「
嘉
」
の
字
の
付
く
も
の
「
嘉
永
」
な
ど
ｕ
元

「
寛
」
の
字
の
付
く
も
の
「
寛
永
」
な
ど
ｕ
元

「
永
」
の
字
の
付
く
も
の
「
永
延
」
な
ど
賜
元

「
延
」
の
字
の
付
く
も
の
「
延
喜
」
な
ど
ｕ
元

「
建
」
の
字
の
付
く
も
の
「
建
武
」
な
ど
９
元

「
正
」
の
字
の
付
く
も
の
「
正
平
」
な
ど
過
元

「
文
」
の
字
の
付
く
も
の
「
文
化
」
な
ど
賜
元

「
大
」
の
字
の
付
く
も
の
「
大
化
」
な
ど
６
元

外
崎

二＝
■■■■■■■■

千
男

州
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上

○
馬
力
大
会
の
は
し
り
○
県
内
で
一
時
間
ご
と
に
四
人
生
ま
れ
二
人
死
ぬ

東
腎
牛
馬
商
組
合
発
起
に
て
、
本
日
午
前
九
時
、
市
外
造
道
馬
見
所
（
公
園
隣
）
毎
年
四
万
人
ぐ
ら
い
の
人
口
が
増
加
し
て
い
る
青
森
県
は
、
約
二
万
の
死
亡
者
を

に
、
地
方
の
馬
匹
約
百
頭
か
り
集
め
て
、
面
白
き
競
争
を
な
さ
し
む
。
み
て
い
る
。

そ
の
方
法
は
、
荷
馬
車
一
台
に
米
二
十
俵
ず
つ
敷
き
て
、
そ
の
上
を
引
き
鮫
わ
し
大
正
十
五
年
度
の
出
生
者
は
三
万
九
千
六
百
三
十
三
人
、
死
亡
者
は
二
万
百
四
十

む
る
に
て
、
距
離
二
十
間
と
し
、
一
等
よ
り
数
等
ま
で
賞
品
を
呈
す
る
も
の
な
る
が
、
一
人
で
あ
っ
て
、
一
日
平
均
実
に
百
八
人
の
出
生
者
を
み
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ

地
方
に
て
は
初
め
て
の
催
し
な
れ
ば
、
馬
好
き
は
見
物
に
行
く
こ
と
な
る
べ
し
。
を
一
時
間
ご
と
に
み
る
と
、
出
生
者
は
四
人
、
死
亡
者
は
二
人
、
十
三
分
三
十
秒
の

（
東
奥
日
報
大
正
７
．
３
．
週
）
一
人
問
が
皿
々
（
こ
こ
）
の
声
を
あ
げ
、
二
十
六
分
ご
と
に
一
人
の
人
間
が
、
あ
の
世

を
慕
っ
て
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
み
て
も
、
実
に
人
間
の
命
は
、
朝
露
の
ご
と
く
悲

○
金
木
競
馬
場
開
設

し
く
、
喜
び
は
ま
た
刹
（
せ
つ
）
那
の
瞬
き
で
は
な
い
か
。

西
北
産
馬
組
合
に
て
設
立
計
画
中
の
津
軽
地
方
唯
一
の
金
木
競
馬
場
は
、
｜
時
、
（
束
奥
日
報
昭
和
２
．
岨
・
瓠
）

組
合
と
地
元
金
木
町
と
の
間
に
、
多
少
の
行
き
違
い
を
生
じ
悩
み
た
る
も
、
そ
の
後
、

○
お
歳
暮
品
の
値
段

津
島
源
右
衛
門
氏
の
尽
力
に
よ
り
、
円
満
解
決
し
、
鳴
海
畜
産
翁
お
よ
び
古
川
副
組

合
長
、
中
谷
代
議
員
は
、
本
月
上
旬
よ
り
砺
雨
に
か
か
わ
ら
ず
現
場
に
詰
め
切
り
、
▽
白
砂
糖
装
飾
袋
付
一
斤
入
十
八
銭
五
厘
、
二
斤
入
三
十
六
銭
、
三
斤
入
五
十
三

熱
心
に
人
夫
を
督
励
、
工
事
に
着
手
の
結
果
、
外
囲
い
、
土
塁
は
ほ
ぼ
出
来
上
が
り
、
一
銭
、
五
斤
入
八
十
六
銭

木
柵
お
よ
び
建
物
用
材
も
小
林
区
署
と
交
渉
ま
と
ま
り
、
目
下
、
運
搬
中
に
付
き
、
▽
浅
草
ノ
リ
上
美
箱
二
帳
入
二
十
四
銭
、
三
帳
入
二
十
四
銭
、
三
帳
入
三
十
六
銭
、

予
定
の
津
軽
地
方
農
家
の
田
植
え
サ
ナ
ブ
リ
休
み
ご
ろ
、
す
な
わ
ち
、
七
月
三
、
四
五
帳
入
五
十
銭

日
に
は
第
一
回
の
挙
行
を
み
る
に
至
る
べ
く
、
全
部
の
工
事
は
本
年
中
に
完
成
を
至
▽
ワ
サ
ビ
づ
け
大
曲
物
入
大
々
三
十
五
銭
、
大
三
十
銭
、
並
二
十
銭

る
べ
し
。
▽
ビ
ス
ケ
ッ
ト
七
半
入
二
十
二
銭
、
一
斤
三
十
銭

（
東
奥
日
報
大
正
四
年
五
月
十
九
日
）
▽
金
平
糖
五
斤
入
七
十
三
銭

東
奥
日
報
▽
落
花
生
五
斤
入
六
十
銭

（
注
）
同
競
馬
場
は
、
予
定
通
り
七
月
三
、
四
日
の
両
日
、
開
場
式
を
兼
ね
第
一
回
（
東
奥
日
報
明
治
弱
・
吃
・
虹
）

の
競
馬
会
を
催
し
た
。
完
工
式
は
大
正
五
年
七
月
一
日
。




